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本誌報道（記者 劉洋） 

北京市衛生計生委は昨日、国慶節期間中を振り返り、北京市の外来診療数は 92万人回となり、前年に比し

て 2割増加したと発表。 祝休日の期間中、北京市では、ペスト、SARS、ヒト感染 H7N9鳥インフルエン

ザ、エボラ出血熱、中東呼吸器症候群（MERS）などの重大感染症は報告されなかった。 

 

統計データでは、10月 1日から 10月 7日までの間、全市での外来診療数は 918,508人回であり、救急診療

は 184,799 人回、それぞれ前年比 21.9%増、11.8%増だった。緊急治療は 6,263 人回、緊急手術は 3,465 回

で、前年比 15.4%増と 5.5%減だった。 

 

市疾病管理センターのデータでは、同期間中、疾病管理システムは、感染病疑い例を通常の感染症ととも

に処理（すでに排除済み）している。 ペスト、SARS、ヒト感染 H7N9鳥インフルエンザ、エボラ出血熱、

中東呼吸器症候群（MERS）などの重大感染症の報告は受け取っていない。 また、その他の伝染病突発に

よる公衆衛生事件の報告もなく、全市は総体的に平穏であった。 国慶節休暇期間中、狂犬病の免疫予防外

来では、犬による咬傷患者数が 3,962 人となり、昨年に比べ 20%増加しているが、北京市では狂犬病の発

症報告はなかった。 

 

秋の気配が日増しに深まると、突然の気温変化があり、少なからぬ市民がそれに応じた服装を持っていな

いことにより風邪を引いてしまうことになる。 北京市のインフルエンザ観測システムは、国慶節期間中、

北京市内にある一級以上の医療機構 421か所では、外来、急診累計が 442,879人、インフルエンザ様症状の

患者数は 5,354人となり、インフルエンザ様症状患者は 1.21%となり、昨年より若干上昇した。 

 

市民の救急ニーズを保証するため、全市の 120と 999 番の救急電話ステーションは国慶節期間中も正常に

オペレーションをしており、一日あたり 312台が待機し、休暇中も 2,320人が出勤していた。 10月 1日か

ら 7日までに、受信した救急コール数は 60,038本、前年より 7.3%増えた；救急車出動は 9,642回で休暇期

間中に市民が必要としたニーズを満たした。 同時に、10月 1日から 7日まで、全市の二級以上の医療機構

では 39.7 万人回の医療人員が出勤したが、その中に副教授級以上の医療職員が 3.1 万人（総人数の 7.8%）

含まれていた。総合医院の救急診察室はすべて開放されていた。 
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-------------------------------------------------------------------------------- 
本报讯（记者 刘洋）据市卫计委昨日盘点，国庆期间本市门诊就诊量近 92 万人次，同比上升两成。节日期

间，本市未接到鼠疫、SARS、人感染 H7N9 禽流感、埃博拉出血热、中东呼吸综合征等重大传染病疫情的报

告。 

 

统计数据显示，10 月 1 日至 10 月 7 日，全市门诊就诊 918508 人次，急诊接诊 184799 人次，同比上升 21.9%

和 11.8%。急诊抢救 6263 人次，急诊手术 3465 台次，同比上升 15.4%、下降 5.5%。根据市疾控中心数据，1

0 月 1 日至 10 月 7 日，疾控系统处理疑似传染病常规疫情一起（已排除）。未接到鼠疫、SARS、人感染 H7N

9 禽流感、埃博拉出血热、中东呼吸综合征等重大传染病疫情的报告，也未收到其他传染病突发公共卫生事

件的报告，全市疫情总体平稳。节日期间全市狂犬病免疫预防门诊共接诊犬咬伤病例 3962 人，与去年同期

相比上升 20%，全市未接到狂犬病例报告。 

 



秋意渐浓，气温忽高忽低，不少市民加衣不及时患上感冒。据我市流感监测系统显示，国庆期间全市 421 家

一级以上医疗机构累计报告门、急诊就诊人数 442879 人，流感样病例的人数为 5354 人，流感样病例百分比

为 1.21%。与去年同期相比略有上升。 

 

为保证市民急救需要，全市 120、999 急救站点国庆期间正常运行，日均值备班车 312 辆、在岗人员 2320 人

次，10 月 1 日至 10 月 7 日，共接听呼叫电话 60038 次，同比增加 7.3%；派出救护车 9642 车次，满足了节日

期间市民院前医疗急救需求。同时，10 月 1 日至 10 月 7 日，全市二级及以上医疗机构共安排 39.7 万人次医

务人员在岗值守，其中副高以上职称医务人员 3.1 万人次，占总人数的 7.8%。综合医院急诊全部开放。 
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